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【 研 究 成 果 の 概要 】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  

〇 研 究 の 背 景 と目 的  
ノ ス タ ル ジ ア とは 、過去 の 記 憶 を 思 い出 し た際 に 生 じ る 、感 傷 的かつ ポ ジ テ ィ ブ な感 情 であ る 。近

年 、欧 米 に お い て ノスタ ル ジ ア を 経 験す る こと は 、社 会 的 つ な がりの 感 覚 を 強 め 、自 尊感情 や 幸 福 感

と い っ た ポ ジ ティ ブ 感情 を 高 め る こ とが 実 証的 に 示 さ れ て いる （ Wildschut ,  Se dikides ,  Arndt ,  & 
Routle dge ,  2006 な ど ）。し か し 、日 本 人 を 対象と し た 研 究 で は 、ノス タル ジ ア 感 情 を 喚起 す るこ と に

よ っ て 自 尊 感 情が 高 まる と い う 効 果 は認 め られ て い な い 。ま た 、日本に お け る 研 究 では 、ノス タ ル ジ

ア 感 情 の 喚 起 が社 会 的つ な が り の 感 覚を 強 める と い う 知 見 が再 現 され て い な い 。本 研 究で は、こ れ ら

の 文 化 差 に 対 して 一 貫し た 説 明 を 行 うた め に 、社 会 的 つ な が りの 感 覚お よ び 自 尊 感 情の 概 念の 文 化 差

に 着 目 し た 。文 化 心理学 に お い て は 、日 本をは じ め と す る 東ア ジ ア文 化 圏 に お い ては 、他者 と の 絆 を

人 生 に お け る 重要 な 目標 と す る 相 互 協調 的 文化 が 優 勢 で あ る。 こ のこ と か ら 、 日 本に お いて は 、 １ ）

ノ ス タ ル ジ ア 感情 の 喚起 は 、自 己 が他 者 と 暖 かく 親 密 な 関 係 を築 く こと が で き る と いう 観 点か ら の 自

尊 感 情 、す な わ ち 対人的 自 己 効 力 感 を高 め る、２ ）対 人 的 自 己 効 力感が 高 ま る こ と で幸 福 感が 高 ま る

と い う 仮 説 を 立て 、 心理 学 実 験 に よ る検 討 を行 っ た 。  
〇 研 究 の 方 法 ・主 な 結果  

東 京 学 芸 大 学 の学 部 生７ ０ 名（ 男 性１ ８ 名、女性 ５ ２ 名 ）を対 象 と して 、一 要 因 参加 者 間 計画 の 実

験 室 実 験 を 行 った 。実 験参 加 者 は 統 制 群ま た はノ ス タ ル ジ ア 喚起 群 のい ず れ か に ラ ンダ ム に割 り 振 ら

れ た （ 各 ３ ５ 名 ）。 統 制群 で は 、 日 常 的な あ りふ れ た 出 来 事 を一 つ 想起 ・ 記 述 し て もら っ た。 ノ ス タ

ル ジ ア 喚 起 群 では 、先行 研 究（ 長 峰・外 山 ,  2018 な ど ）を 参 考 に し て、ノ ス タ ル ジ アを「 過去 の 出 来

事 を 懐 か し く 感じ 、感傷 的（ セ ン チ メ ンタ ル）な 気 持 ち 、切 な い気持 ち に な る こ と 」と 説明 し 、ノ ス

タ ル ジ ッ ク な 出来 事 を想 起 ・ 記 述 し ても ら った 。 そ の 後 、 すべ て の参 加 者 に 対 し て質 問 紙を 配 布 し 、

社 会 的 つ な が りの 感 覚、 対 人 的 自 己 効力 感 、主 観 的 幸 福 感 につ い て回 答 し て も ら った 。  
統 計 的 分 析 の 結果 、対人 的 自 己 効 力 感の 一 部の 因 子「 友 人へ の 信 頼・安 定 感 」の 平均 値 は 統制 群 よ

り も ノ ス タ ル ジア 喚 起群 で 有 意 に 高 くな っ てい た 。つ ま り 、ノ ス タ ルジ ッ ク な 出 来 事を 思 い出 す こ と

に よ っ て 、他 者 と の関 係構 築 に 対 す る 自己 効 力感 が 向 上 す る とい う 仮説 １ ）を 支 持 す る 結果 が得 ら れ

た 。仮 説 ２ ）に 関 し ては、ノ ス タ ル ジ ッ ク な出来 事 の 喚 起 と 幸福 感 の間 に 直 接 の 因 果関 係 は見 ら れ な

か っ た が 、ノ ス タ ルジ ック な 出 来 事 の 喚起 が 社会 的 つ な が り 感を 高 め 、社 会 的 つ な が り感 が 幸福 感 を

高 め る と い う 結果 が 得ら れ た 。  
〇 本 研 究 の 成 果  

本 研 究 の 検 討 によ っ て 、ノ ス タ ル ジ ア の心 理 社会 的 機 能 が 文 化に よ って な ぜ 異 な る のか に 関し て 一

貫 し た 説 明 を 提供 す るこ と が で き た 。ま た 、ノス タ ル ジ ッ ク な感 情 によ る 対 人 的 自 己効 力 感・幸 福 感

へ の 影 響 が み られ た 。こ れ ら の 成 果 から 、対人 的・心 理 的健 康 を 高め る 手 段 と し て、ノ スタ ル ジ ッ ク

な 感 情 の 喚 起 の有 効 性が 示 唆 さ れ た 。  

【研究成果発表方法】 
本 研 究 の 成 果 は 、心理学 の 主 要 な 学 会で あ る日 本 心 理 学 会 第８ ４ 回大 会（ ２ ０ ２ ０ 年 ９月開 催 ）に

お い て 発 表 す るこ と を計 画 し て い る。ま た、並行 し て 学 術 論 文と し て成 果 を と り ま とめ 、学術 誌（ 心

理 学 研 究 ）に 投 稿 する こと を 予 定 し て いる 。こ の雑 誌 は 査 読 付 学術 雑 誌で あ る と 同 時 にイ ン ター ネ ッ

ト 上 で 一 般 に 全文 が 公開 さ れ て い る ため 、採 択さ れ た 場 合 に は 、記憶 と感 情 に 関 す る 学術 研 究の 発 展

に 寄 与 す る だ けで な く、 研 究 成 果 の 社会 還 元が 可 能 に な る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


